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第13回　ポルトガル語になった日本語

◆発音はそのまま
前回紹介したポルトガル語のあいさつやいくつかの言葉
は、もう覚えてもらえましたか？今回は、日本語からポル
トガル語になった言葉を紹介します。皆さんの身近な日本
語が、ブラジルなどでポルトガル語として話されているの
です。

屏風
びょうぶ

= BIOMBO
ビオンボ

茶= CHÁ
シャ

柔道= JUDÔ
ジュドー

芸者= GUEIXA
ゲイシャー

侍
さむらい

= SAMURAI
サムラァイ

着物= QUIMONO
キモーノ

寿司= SUSHI
スシー

刺身= SASHIMI
サシミー

円= IENE
イェン

このように、日本語からきた言葉の多くは、そのままの
発音でポルトガル語になっています。ほかにも、いけ花
（=IKEBANA

イケバナ

）、剣山（=KENZAN
ケンザン

）、空手（=KARATÊ
カラテ

）
などがあります。柔道や空手など日本から伝わった格闘技
では、技の名前や練習するときのかけ声も、日本語と同じ
発音です。

◆趣味の世界でも日本語が
食べ物では、天ぷら（=TEMPURA

テンプラ

）、焼きそば（=
YAKISOBA

ヤキソバ

）、豆腐（=TOFU
トーフ

）、みそ汁（=MISOSHIRU
ミソシル

）
などもブラジルの一般家庭で使われています。
日本食のレストランでは、たいていの客が、料理ととも

に「POR
ポル

FAVOR
ファボール

,HASHI
ハシ

」（＝すみません、お箸
はし

ください）
と頼みます。（でも、日本人が聞いたら「端」か「橋」に
聞こえるかもしれません）
また、趣味としても人気のある盆栽（＝BONSAI

ボンサイ

）もポ
ルトガル語として通じる日本語です。さらに、子どもたち
の間で大ヒットしているのが、日本の漫画（＝MANGÁ

マンガ

）
です。テレビでは日本のアニメも放送されていて、日本風
のキャラクターの名前を覚えたり、日本語のまま放送され
る主題歌を歌ったりしています。
カラオケで歌われる日本の歌と言えば、「上を向いて歩
こう」です。アメリカとブラジルでは「SUKIYAKI

スキヤキ

」とい
う題名で知られています。ブラジルでは、この歌を好きな
人が歌詞の意味を調べたり、日本語の歌詞を暗記したりし
ます。

◆離れていても関係は深い
ブラジルは、日本から見れば地球の反対側にある遠い国
です。しかし、移住した日本人と、その子孫が築いた日系
社会により、日本語は、ブラジル人の生活に自然に溶け込
み、社会全体に大きな影響を与えてきました。考えてみれ
ば、日本とブラジルは、距離はあっても関係は非常に深い
と感じるのです。
彦根市では、市役所の窓口だけでなく、一般のお店でも

「BOM
ボン

DIA
ヂーア

」、「OBRIGADO
オブリガード

」とあいさつしてくれること
があります。ブラジル人である私には、とてもうれしいこ
とです。まだ日本語がうまく理解できない外国籍市民の皆
さんにとっては、それ以上にうれしいことでしょう。皆さ
んもポルトガル語や英語などで、あいさつしてみてはいか
がでしょうか。

私が国際交流員になってからずっと続けてきたこの連載
も、今回で一区切りとします。来年度も、私は彦根で国際
交流員として活動を続けますので、どこかで出会ったとき
には声をかけてくださいね。

（彦根市国際交流員　田尾ロザーネ）
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遺跡の発掘・測量をする

発掘調査作業員に
登録しませんか

募集人数 30人
応募資格 高校生を除く16歳以上で発掘
について専門知識のある人・経験者・
関心のある人
登録期間 ４月13日㈬～９月30日㈮
※この期間で、必要に応じて雇用します。
面接日時 ４月７日㈭ 9：30集合
受付場所 市民会館（尾末町）
申込・問い合わせ先 ４月６日㈬17：15
まで（土・日曜日、祝日を除く）に
教育委員会文化財課☎26-5833、
FAX26-5899へ。※必ず事前に申
し込んでください。


